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小 地 域 福 祉 活 動 の 継 続 要 因 に つ い て の 検 討

��青山良子

上 研rA'.の意義 と∃的

If川]'村合併など､地域の再編が進行する中で小地域のh-.I;祉清動において

も､今までの地域福油日.T;-動の実態を整理し､課題を次につなげていく1机)

組みが緊急な.課題としてあげられるL,

地域h･.洞二活動0)実際として､小地域の福祉情動に関する実態調作 ･肝兄

は射 1し､その艮†村f'.Ji占動に関する研究も多いoLかし､､J'IF)J活発にl侶)

組まれていた地域でも､さまざまな要因で活動が衰退 している糊状も見ら

れる中で､小地域のhL.1;祉活動がどのように継続されているかについてU).潤

査 ･研究は多くないこ.

そこで､本研究では､ひとつの地域に焦点をあて､長期にわたってJ招 じ

されている情動をふ りかえるl日で､小地域の福祉活動が継続されていくた

めに必要な要【郁こついてU)r･がかりをつかむことを目的とする｡

2､研 究の方法

長岡市のS地区を対象地域として､小地域の福祉活動継続の要関を検討

したいと考える(,

長岡直 (合(胴fl)は､車rLJ30 (､t''Ll'弦_l･l(2OO2)隼に1学区が分離し､

けられ､小地域の福祉活動が進められているという特徴を持つl-1治体であ

る､)S地区は､､1'-･成7 (1905)隼にS地区hlt拍l二会が発足し､上帥'l]IfJ-0)地区

福祉会 (地[再 1二会福祉協議会)ではその組織化が ･HhLf立後となった地域

であるが､地区福祉会の活動が活発に取り組まれている地l7(二のひとつで

ある｡長岡繭社会福祉協議会の地区福祉会 宅地区後会福祉協議会)活動

に関する賃料とインタビュー､S地L八二福祉会の活動に旧する貸料と･1'ンタ

ビューを)封こして活動o)特徴を整理し､ilT;'動継続の要囚を検討したL,な

お､活動継続の要因U)批 ∴,lとして､社会状況や地域の変貌は)(変車要な要

囚であることは承知しながらも､本研究では､あえてそこにはJJ点をおか

ず､活動内容そのものに批点をあてて検討することとした｡
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3､長岡rfjの醇.:5?,

長日糾いま､新潟県のl~日脚こあるリ封勺第 '.の人IlをIJ'するり.i･lJlJのIIT柁都市

のひとつであるが､IfJLLlけ村合併がおこなわれ､鵜lIt-IEこう上っている｡今回の

報告は､合併前のItl長岡rf]Lの地l*_a);祉会の活動を対象にしているが､Ff叫■

村合併についての経過も的iiiにふれておきたいLl合併l浦のIII長岡1吊ま､

併し､人II約23JJ-5千人 (面梢526kni)となるO､t'J･))に18 (2OOG)II:-l∫一

(2010)隼3H31日に Illlrが合併し､人1欄勺28Jj5T人 (Llli積890klli)

となり､これで､If川J̀付合†)i-1は ･応の完 J′となるL,ここでの検.刷ま､最初

にも確認したように､合併前のIH艮ILYTllr71-0))也LXI払];flI二会の活動を対象にして

いることをI叫_隻確認しておきたいo

r摘述したとおり､合併11抽)長岡rIJLの人目は､約19JJ-3千人で､65歳以

卜人IIは:iJJ̀9T･人を超え､l高齢化率は20%を超えているO合併前の1O隼

IlHの人IJと一高齢化率を概観しておきたい0ll-成7 (1耶)5)Il--･度､総人口

1き弓7.6t)こ主人､高齢化率15.7望t,.､r''･FJに8 (1996)隼度､総人l】lR7,Ot)･-I

齢化率16.7%L,､1'--fJElO (1998)∫-f:･度､総人11189.561人､II:.';齢化率

17.:i'?i~;.､I/-一成1.1(1999)年度､総人LI190.1～う:i人､ll:.J;齢化率17.70･.io

､ド成12 (2000)年度､総人L._I190､05こ1人､高齢化率1H.lo【',ol'-･成13

(2()Ol)隼度､総人LJ190.-117人､高齢化率18.Ho,(I.Lll''･成1-1(20()2)

Ll191.212人､一il,'JL齢化率19.8L--(,O､I'-･lJEl(i(2001_)隼度､総人II191.A-181

㌦ l-,T(;I.･†二･'::～Iヌ.1ト､∴'L'･,J'. '.･∴∴ ∴巨 -i:.･.､畔,･Lj:Tip:I:'こ∴,r,

動が取り組まれてきた｡

4､長岡市全体 の地区福祉会の清瀬概況 (押迫 )

Jt7長l和f7-0)他l*.福祉会の7.T;･動概況について述べるOなお､ここでいう地

l互福祉協議会は､社会福祉法でいう rl也LxIネ日南｣ではなく､小学校L*.を -

単位として､hl.T;鉦を目的に広くfi-I.比に呼びかけて組織されている任意の組

織である()長岡巾では､Ill-くから､Fi!i村部をLIIJL､に地I再 1-_会如祉協議会が

組織されていたL,揖村部とは､昭和の人合併で新しく長l'qlいこ合併された

地域であi)､そこには1似再t･.会福祉協議会という組織があったが､日日1-内

lXIh'.J;社会.ーIとの名称になっている｡以下､呼びJjは ｢地l*_hJ,';祉会｣と統 -
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する｡また､地t諾.福';祉会で取り組んでいる情動は､地域の福祉活動のほん

の ･部'JJを担っているに過ぎないということも確認したうえで､地L互福祉

会のしな活動内容として､会昌仙/llの助け合いi.I;-動である r地域hL.J;祉･在

Jt:福字ILサービス~軒業 (いわゆるボランテ11ア鎚fi･)..EのI夫施状況､ひとり

持し高齢晋等の ｢食Iiiサービス-1';業jのIJS施状況､ひとり持しの高齢宵の

ul､円)清動である ｢小地域ネ､ソトワークづくり■li業｣の′烏施状況などの取

り組み経過を簡単になぞっておきたい,ll

(1)ボランティア舶fi

昭和G2(1!)87)年に開始され､平IJk7仁川t)5)1I:･までにすべての

地区でノ長施されたL,詳細を示すと､昭和62(19ti7)咋度から･l地L*.で

開始､､I'-･1JkJ亡(1989)叶･-･度から6地区､､Ii･成2(1!)～)0)年度から2地

I六二､､1''-lJ障 (1_9t)1)隼度から11地区､平成･-1仁1992)隼度からti地l･*.､

li.成5(lot)こi)隼度から:ミ地区､平lJに6(1991)年度から一1地]八二 ､円茂7

(1995)隼度から1地区で糊始されたO昭和62(1987)隼に開始されて

以降､I'-･lJに7(1～)i)5)隼で､すべての地L八二で取り組みが行われるようになっ

たL,なお､､1''･成15(200二号)1I:-に分離した地区.で1地区の開始があり､現

lI-:Eま31地l八二となっているLl

(2)氏tJtサービス

昭和62(1987)隼に糊始さ才1､､1''･成_lLl(2002)隼までにすべての地

域で尖施されたL,

詳細を示すとFI棚162(1987)隼度から2地区で開始､昭和63(1988)午

度から1地区､平成/亡(1t)(qt))隼度から2地区､半IJu (1t)t)2)年度から2地

区､､I'.･JJE5(1993)年度から2地区､lilt)琶(i(1t)0.I)年度から6地区､､I'-･成7

(lt)95)隼度から2地【*_､､l'-･成8(1f)f)G)年度から2地区､平成～)(1～川7)

から_1地L7(二で糊始された｡昭和62(1～)Lq7)隼に開始されて1､即帯､1'-･l)にl･1

(20O2)隼で､すべての地区で取り組みが行われるようにな･.)た(､

(3)小地域ネットワ-クづくり

､l'-･lJに7(lt)t)51)隼から5地I.i.で開始しされて以来､､ド成16(2()()111隼

までにこうl地l*.すべてでJL:jJJむさjlた1,

(∴l)コーディネーターの配は

7(19～)i-i)隼度:う人のj対IJに姑まり､､r''･lJk8(1996)隼度は3人､､軌拍

(1～)97)早_度よi)G人ずつU)採川で､､HJk_12(2000~)隼度までにすべて

の地区で､福祉コミュニテ†抑進コ-デ11ネ-9-が､配属されるように
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'- .,I ト ∴ .-I; 巨 ∴ ! ト 十 ㌦ ~ L ･i ･･'!tt 1日 ' !! き~l･ [: ) ン.･.ト リ′･.三3:

し ｢̀ l 三 か ｣ の Y l 称 と な る 0

5 ､ 長 岡 市 全 体 '7 3 地 区 福 祉 会 .:T ) ; ? I: 瀬 甑 克 く 会 日 詰 )

地 l* _ 福 祉 会 は ､ 基 本 的 に は ､ 協 JJ 会 Il i と 刷 川 会 日 の か ら成 り立っている

会 Il i 相 J l. の 助 け 合 い シ ス テ ム で あ る L, 協 f J 余 日 と は ､ 地区.hL.J;社会の趣旨に

矧 ■'Lj L ､ 登 録 し た 人 た ち で あ る O 地 域 に お い て 美 際 に ボランテ ィア清動を

行 う 人 た ち で あ り ､ 利 川 奈 i i と は ､ 協 JJ 会 日 と r■･l 様 で ､地域の会紺 こよる

福 相 二 サ ー ビ ス を 受 け た い と い う 意 思 を 持 っ て 撒 録 し た 人をいうO 19)j3千

人 の 人 1 1 で ､ 協 J J 会 Ll:i ( ボ ラ ン テ ィ ア ) 約 l .8 5 0 人 の て賢録がさ才1ているO

に な る Ll こ れ に 約 1 . G 5 0 人 0 ) 別 川 会 ii も 合 め た 会 員i数の合計は約:3.5O()人

と な る 0 人 l け と で い う と 1 .日 0日 と な り ､ 大 雑 把 な 比 方 で 言えば､ 人I150人

に 1 人 の 会 L i の い る 組 織 と い う こ と が で き る O 長 I剛 fJ-の地区ht.J;社会U)会Ili

!.'･: ･ [･'h ･L..I I-: ど i ∵ :了 こ I .I . .,'汗 ト ;･j iり :‖ Hl巨 満 持 ･:: 図 ∵ ≡
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図 1 長 岡 市 の 地 区 福 祉 会 の 会 員 数 (協 力 会 員 ･利用会員)の推移

'三 上 ト ij '∴ L .I.

･･ ･ ･ 一 ･: ･ . ; ･二､-∴ ■ ､

･ ･･･ . ･ t ～ ､ ･∴ ; ;

LI､5=75＼ ら 1 5 隼 が 経 過 し ､ 活 動 に 梢 み LT1-_3ま が で き て きたこと､発足､l川.用 ＼ら

今 I l ま で 0 ) 1 {1 隼 問 ､ 八匹 露 が 関 わ っ て き た 地 域 で あることな どによるL,標

準 化 を E l指 し た 地 域 選 定 で は な い こ と を ､ 前 も っ て断っておきたい､､
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S地lヰの概況についてふれたいO地l六二福祉会の発足時の､li･Ji.廷7 (1995)

年度の地L*.人目は､9.668人､G5歳以 卜人目は1.728人で､高齢化率は､

17.900であったO最近の､地区0)概況を示すと､､1'-･JJkt20 (2()OH)隼度の

地L*_人用は9.507人､luIlTii;牧は:i.653tH二帯､6.r=1歳以 r･.人【･._12.--172人､I.:,･;齢

化率26.0十一O､li--l戎21･fH隻の地区人rlは9.683人､II用!:数は3.81:ilIl:,.tは､65

歳以 卜人目は2.560人､l':,Jj齢化率26.-10(1となっている｡地区0)人目は､発

足時とほぼ同じで変化はないことがわかるLl地区住代の移動は少なく､そ

のまま隼を重ね､高齢化率がIr:,JJ-くなっている地域であると推測さ才lるo

tT､S地区福祉 IL-_-:L7),:t十Tii.T慌烹 (怠ど'!妓)

次に托ていきたいL,S地匝.の地L*.如祉会U)会員数の推移を示す1,､frL-TJ吏7

(1995)隼の発足､l川､'i.協ノJ会iil.r=12人､利用会i192人であった.そ

J 巧.:;:こ･.へ }､､!L･:I.;J',.'I, ､L,･Lt.,:t二:: :JL･:St･:::二日.,､:,.:･

協ノJ会員181㌢一､利用会員17Or.､蜂助会員113Y.､合.汁･l(う･-1名lの会E:ま数

となっているO発足､l川寺の､地l7(二人日にl_LJ.める協JJ会iiの'.I.IIJ合は1.6%､

協JJ会員､利川会i~.1､賛助会と_iを合む全会L:iの割合は2.800であったO現

在は､9.683人の地区人LlにILf-める協ノJ員の割合は､1.8011であi.)､約5()

人に 1人の割合ということができる｡地区.如きIl二会の会臼の占める調合は

4.8%であり､約20人に1人の判合ということができるoS地t*_の地l-i.h'.';

祉会の会L:i数 (協JJ会長も 利用会冒､珪助会皇i)の発足時からの推移を図

2に示したO
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図2 S地区の地区福祉会の会員数 (協力会員 ･利用会員･賛助会員)の推移
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8､S地区福祉会の清瀬慣涜 (経過 と芙!..S状況)

上封抑h'全体の地Ll*_ht.I;字IE･.会の トな活動の経過と内容を､前に紺介したが､

S地区について､同様に､地域如祉 ･在宅如祉サービス■ji業 (いわゆるボ

ランテ ィア銀行)の美施状汚亡､ひとi十持し高齢宵等食事サービス小業の尖

施状況､′ト地域ネ､ソトr7-クづくりL拝業o)美施状況などの取i)組みの状況

を示したい｡

(1)ボランティア雛fi

､I''･TJに7(lt)tlLr-1)隼より活動糊始し､現侶 こ坐るO

利川されているサービス内容は､､ド均すると､福祉送迎サ-ビスが約

80('い､住Jt:a)掃除 ･整列用i約1()日高.tj､その他 (門い物 ･雪かきなど)が

約100(,弱であるO

最近の刷川状況を示すと次cj)とおりである｡､軌Elt･;(20()-1)咋度､flj

川合1-;:LL-ltll数2∴iG･ll.･[で､福祉送迎サービス2.1こi7L.･Tで別)l一日､f仁王の掃除 ･

幣理'q8ri.~ilで-Il-(∴ その他130IHlで(il-い､)､I'--JJに17(20()tr=))隼度､利川合計

2.･12･llHfで､A(,7;祉送迎サービス2,175-Llrでt)Ooo､住宅U)掃除 ･幣理86回

で3.5oL､､そU)他16こ引=】で6.50(工 ､li･成1(i (2OOG)隼度､fり川合計回数

I.1()-帥Iで､hlTT;祉送迎サービス86Ll回で7～1日(､､fi三宅の掃除 ･幣理t)9l=Iで

9"日､その他ト11回でl:iolio､I''-lJklt)(2007)隼度､刷川合.汁L=1数(i63回

で､hilt;祉送迎サービス.12G回で6--､10日､li-I/Lu)掃除 ･整lILI!.i)()lL･Tで1･ll-｡､そ

a)他1171･･1で22い(,i._､､Ji･成20 (2008)隼度､刷川合詔Ll･!数･ltqRL,lIで､福祉

送迎サービス390回でボ0%､住宅の掃除 ･幣理G:n=tでlニうり.,､そU)他3i-i

lL-1で7t-I,(,平成21(2()O射 隼度､抑 lJ合LiLl･回数i-i:う1[=Iで､福祉送迎サー

ビス.ト11卜･Tでtqニioい､†巨Lu)掃除 ･整理57l.･Iで11日.､､その他:i:引‖Ⅰで(摘､で

あ--)た(､

とがわかる,こ,IL川1は､平成~1tq (2()06)隼IOJJに道路運送法が改l仁され

て､従来U)運転ボランテ IアU)JLiI施条件が限定されたためである｡平成

1(i (200(うう隼捜はまだ従来U)利111が合まれているが､､Ii-成川 (2()()7)

しく､fり川合.汁l･,T数は･1'Jjiのlに減少しているL,ボランテ fア銀行におけ

る福Fll-_送迎U)ニーズがいかに多か･･-)たかがわかると)蕊うし､

､1''-F戊7(1～)～)5)隼からl馴台されl:uh三に坐っているL,

糊始､■川Jiの状況として､1"I-一成7 (lot)i-1)隼度の利川JT-数はII)2人で､

内､会食19人､配良二_iこi人､年間総食数は2.I()-1食であった｡ ､IrJ･JJk8
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(19!)6)年度の利用者数は51人で､会食ト1人､配食:う7人､年間総食数

は2.198食L,､li-成9 (19亡)7)17･L.度の利l-rJ打数は5-1人で､会食16人､配食

38人､隼Iiり総食数は2Ji2t)食｡最近の状況は､､li.lJu t)(2OO7)咋度はf-1j

JfJ打数tr=)2人､年間総食数2.-112食｡ 平成20 (20()S)年度は利川 打数50

人､隼IL'u総食数2,319食O､ド成21 (2009)隼頗 ま利71~1古数57人､会食_10

人､配食--17人､隼IL'り総食数2.･162食とな-)ているくつ

別川il･数は､流動的であるが､--15人から(.30人程･.]空であるL,隼問の廷食

数は､約2000--2･100食であり､会食と配食を美施しているが､会食が3

な変化はないが､隼/,)配食の割合が増加IU)傾tFr,‖こあるor削h時から過ll_I.TJ

のH3回実施さ才1ており､減りの1週は献立会議にあてているL,

(3)小地域ネッ トワーク

､l'-･FJに7(1995)隼から1鋸,)糾み準備をr桐tiL､II:_Jt尖胞は､ド1)耕 し1996)

年度からであるが､現侶 こ至っているO

･ト地域ネットワークとは､原則として75歳以 卜のお独り持らしの人を

対象者として､その人を見守る数rTの構成員からなるは':]'C.)のネットワー

ク事業であるL,約 15名の対象H･と､約 二号0告の構成日で開始 したO ･番

阜い時で､3OrJの対象者と50~rTの構J戊員であったが､最近の状況は､平

成18 (2006)年度は対象斤26人､構成員26人､､Ti･lJk19 (2007)年度は

対象.古23人､構成員25人､､ド成2O (2008)叶度は対象符26人､構tJEと~i

27人で､この間大きな人数変化は無く､地域のニーズは ､･定であり､現

(日ま約25r)弱の対象･打と:jOrl弱の構成昌で実施されている0

9､S地 区福祉会の;義朝 の特徴

S地Ⅰ-く二鮎社会に焦点をあてて､その活動を整理する中で､′ト地域の福祉

活動が継続されていくために必要と考えられる要因のいくつかのT-がかり

をつかむことができたO以 卜に5点に整理して示すO

① 拠点づくり

･場所 :公L甜Ji'0)軌設 (税~rHまコミュニテ ･･f-センタ-)

･人 :コーデ ィネーターの配['t]llL(i:ulI三は l月i)

:芝､活動における役割を固定しないこと

･援助する人とされる人の役判をL_._I,1定しない

･地l_不二福祉会内の役割を固定しない

･華助会と描rl度

し卦 咋細な活動でも継続すること
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･継続により′卜じる変化

･継続を支えた 一要I月 機関紙 ｢如社だより｣

守 学び､楽しむ叫軒)糾みのl二大

･指揮研修

･†11lF,"'jづくり

耳 Irl/JJの住む地域を知暮るため11が)組み

･学L*_の他分野との連携

･地域を知ることを支えた取り組みのひとつとしての機関紙

1こ)､溝.rliJl紳抽要因Cf.)芋かかりとその考宴誓,･11

､L,･:JJ･打).i･一一.'上 j十･∴ ､′:.･-;､∫.:･J-!.' ;･一√ -i }'(昌一JJ}

･!.I.1,/t''- ㍉ ●..･̀r■ 上･.､_吊･I､･. ､､･:. ､,.∴･∴､ 二二∴ ∴ :

れ以外の要因として ｢活動における役判を川定しないこと.H~些純な活動

でも継続すること_｣r学び､楽しむ取り組みのtJ.夫｣｢地域を知るための取

察も加えたいO

(1)流動における柁潤を肘定しないことについて

亘､援助する人とされる人の役割を国定しない

<■日刊1>ボランテヤア銀行の別川

1くさんは､退職後､地l八二h);祉会の中心メンバ-としてiL.rT-動しているワi

性であるL,協JJ会Lliとして､l三に運転ボランティアを申し､に情動してい

たOあるH､足を′iLi･寸.斤して入院し､退院後通院が必要にな-)た｡lくさん

は､その通院に運転ボランティアを清川し､ボランティアする側とされ

る側のIlt'J'Jjを経験するLl

<LH叫2>,ト地域ネットワークの比'､二日)i'.T;t動へ0)参加

Aさんは､ひとり~持らし0)75歳の女性O病弱で､.足がイ勺封IIo地域の

托守l･)情動0)対象斤である(,̂ さんよ()､動いたりJJを他うボランティ

アはできないが､比守り清動ならl十分もできるとU)申し入れがあった(I

Aさんは､比守られる対象であるとltl'Hl封こ他の人を比守る ｢構lJniJ

(小地域ネ､ソトT7-ウUl)甘､円)をfJう 人)としての役判を火たした｡

この2つの判明から､地域で支え合うための ｢地域づくり_jに必要な

条件のひとつが比えてきたと恕うt,それは､地域の中で支える人､支え

られる人0)如根が眠いことの!Tt要件であるO時には支える人になり時に

は支えら才1る人になるという取り組み0)重要性であるOこれは､公の制
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度でないがゆえにHJ能な取り組みといえるO

ゼ1地区福祉会内U)役割をIEhl定しない

役職もできるだけL.I.i定せずに､だれでもやれる活動をめざすL,そのた

めには､役職を退いてもぎ.T;-動を継続し､情動を支えるO活動における役

割を囲定しないことについて､r地t束二福祉会内の役割を同定しない_jこ

ととIHILI封こ､｢賛助会川抑隻｣についても指摘しておきたいL,腔助会とi

動を財政的に支える制度となっている.控助会日はfull三113人であるL,

この;Iiり度で､財政的な支えのみでなく､多様なかかわりJJ-が=J能とな

E,)､かかわる人を広げる役1.I.:TJもあるO具体的には､持助会員であった人

が退職などでボランティアをするけ封;掴ミできて協ノJ会iiへ､またその反

対に､協JJ会iiであった人が状況の変化でボランティアをする時間や†本

jJがなくなったことで韓助会Hへ､などの多様なかかわりがみられる()

小さなことだが､地区.福祉会の機問紙 ｢払持"二だよりJの題字もみんな

で担塁I_iしている02年F,'りで交代し､15年FL'Hで8人が糾､l‖ノたLl

(2)咋紳な捕軌でも継続すること

咋緋な活動であっても継続することで′トま才1てくるものがある｡

そ0)･例として､耕続することで′Lじた利川H･の意識変化があるO小地

域ネットr7-クの対象抑こなることを拒.1テする人､拒否しないまでも､世

話になiL)たくない､人に知ら才lたくないという意識が最初は強かったが､

活動が継続されるl卜で､次第に気持ちがオーブンになり､知られたくない

どころか､現/I_三は対象斤と構成Hの全員が渠まる交流会が隼lt‖1聞かれる

ようになったO毎年3O-･-15人ほどの参加があるL,

活動0)継続が形に旦拍1ることも､重要と考えるOその ･例として機問紙

の発行があげられるL,機関紙は､､ド成7(1995)隼に地区福祉会が発足

し､発足すぐのその9Jlに､雛 1号が発行され､地L八二に仝r二硝己布されてい

るOそしてで卜1回の発行を続け､､卜IJk22 (2010)隼3Jjに第50号が発行

されたO

(3)学び､楽しむ取り♯lみの ]二人

学び､楽しむ活動を大切にすることO

地L*.福祉会･･円本で､ときには､協JJ会iまと利用会lliと -緒に､ときに

､ 一･.:Tを･ .(卜Ilji.:∴､､､!､こ‥ ､:･.㍉∫1､ 一L ､∴; l

ill;･動が行われているO

!i･†棚引二は､地区毎';社会 日程の講演会を､地域住上引こも呼びかけて尖
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施しているLl参加符数は30--10()以 卜と幅はあるが､平成9 (1997)隼

から現/t三まで､最litでも隼1いりは必ず実施されているL,また､隼2回 ((蛋

と秋)a)施設兄/lI/:の研修会が'長施されているL,協 ノJ会tl.iだけでなく､利

川会とiU)参加も呼びかけて'失地されているoli-･秋とも､]!--均:i(ト ▲l()人の

参加があI.)､4:-り川会iiも_lO人前後の参加があるo I･..拭推演会l■)'J様､､1i-IJk9

(lot)7)隼から糊/1三まで､毎隼美施されているLl食~Lf-tサービスU)ボラン

テ ヤアU)学びと親睦の場として ｢学習会と†州 りづくりの会.jを隼2lHJ美施

し､ ･IL･IにつきニiO-50人U)参加JがあるO食-Jtサービスボランテ (アの学

びの場として､調P粕)朝ILl家を招いての ｢朋pI!.J美技研修Jは咋:ill.l実施さ

れ､ ･l=Iにつき20-:30人の参加】があるし､食車サービスのボランテ (アの

｢配食運転係の会Jがfl.'･1回実施され､lH-20人の参加があるO′Jヽ地域

ネットワークの対象斤と構成員の ｢ふれあい交流会｣が隼 tl,･I'長施され､

:i(ト 50人の参加があるO小地域ネットr7-クの構l'鉦uHlI.･0)r見守りボ

ランテ i･アの交流会_｣が隼 1回'来施され､25-･10人の参加があるO

このようにボランテ †了の活動だけでなく､学んでit.j=をし､Llfl間と遊ん

で楽しむ会が発足､J川寺より;;･'htlJJ-され､J長施され続けているOこんなにいっ

ぱいあって参加料ま･･･と思われるかとJLようが､参加率はたいへんよいO特

に ｢楽しみ_｣の部'JIでは､コミュニテ ィーセンターで､飲食ができること

が 大きいように思うOボランテ fアも楽しくなくては続かないoお洲も

OKであることが､協ノJ会iMニッ川三の参加があることと揖響しているよう

に,lil.うOちなみに､S地区福祉会では､協JJ会El上の約:紺JがLJ11斗であるO

(4)Irl分のfi:む地域を知るための射り射1み

地域を支えているのは､もちろん地l*.hlfTlL祉会だけではなく､地1人IU)さま

ざまな組織との連携がrTlI要であることはいうまでもないが､地域化LCカり也

域を支える力となる ･番根本のところは､地域†】三代がE'II/JJたちU)llfl-.んでい

る地域をl]Jる取 E,)組みが･TlI要であるように,tようt､その取古p)組みのひとつと

して､S地l*.のコミュニテ †協議会o)機関紙があげられるO地l*.如祉会も

コミュニティ1鋸義会のメンバーであるが､平成10 (19～)射 隼からI'f'JJた

ちU)llbl*.の惟史やLrl然を地域li･-.比が紹介した内容を掲峨した機関紙がJJ1

100号をまとめ､冊 (･として発行されているL,
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まとめ

..㍗;･･J･1.･∴′上∴一.JJ:いり .ttHt.:,!'lノ:,-∴r_ ∴ J･:･;:"I､.守 ll.-,､

i)､廿i.~仁動における役割を囲定しないこと､し烏Id-用tlな情動でも継続するこ

と､L･Iil,学び､楽しむ取り組み0)1-_夫､封17分0)什む地域を知る取り組み､

などの巾要件が明らかになったO

今L=川小t)かになった活動の特徴が､活動継続に必要な要Iqと考えてよい

かは､まだ仮説の段階でしかないが､､手がかりとしての意義はあると思わ

れる､､また､S地l*.で川い:)かになった要因が 凋kLfとできるかについても､

継続した検討が必要であるL,今後は､長I抑fiI勺の他の地L六二hL.I;社会との比較

検.対や､S地区hltJ1-祉会の今後の活動経過を追うLITで検証していきたいと考

えるL,



註

( 1) こ の 報 ;1,I-は ､ 1ミ E叫 11)'に つ い て は i7 0 flll頼 ~)I.煩 慮 を ).も に 紬 .;l,-･し て い る U _)で ､ 人 l ]な

ど の 統 計 も ､If-成 1 7 (2()()i-1 ) 隼 の 市 町 村 合 川 A･ltITJ-U )紘 .汁 ま で 上 し た t,

I'i LJJ良 (･ ｢家 族 JT .葦 と ス ー パ - ビ ジ ョ ン j 『 †米 他 の f十 芋 』 第 ･l:う 笹 ､ 20 0 日 f:･､

舛 林 .暮宇陀 に .詳 し い L,

( こ1) こ U ) 純 ･;I,-.は ､ 長 I抑 lJに -:) い て は i7 併 前 ur) JJl:態 を 肘 こ 細 告 し て い る U )で ､ 1封 LYJl lht

u )地 l八二hL.';社 会 の 概 況 と L て い 会 L/.1数 の 紙 .汁 も ､拙 い 7 (20 0 5 ) 1llL･ま で U )紘 .汁 と

し た .1

( A ) ､Ii･rJk 1 7 (2 0 0 5 ) ll:･､ 地 卜 二如 拙 会 U )i.f;･動 の 成 火 が .i州 Iiさ れ て ､ 長 岡 lF川 二会 如 拙

協 議 会 会 lミ ′打 を 受 け て い る し､

( Lr=j) S 他 l･八二hL.榊 二会 U ) 門 LlJl 会 と.i ;1洲 li:は ､ 1封 抑 liの 小 で も 他 U _)他 Lぺ二に は な く ､ Li 地 l<.hl.I;

祉 会 U )ラ.1･動 の 特 徴 の つ で あ る ､.

( 6) 小 地 域 に J 3 け る r7 - カ ー o )n L!llr'IU )fM Ji と 意 義 に つ い て は ､ 榊 Jl;-: 美 樹 ･ 平 野 隆 之

｢ ,)､地 域 如 h ll.U )抑 進 に お け る 地 域 組 純 と r7 - カ ー 鮎 llt.fiに 関 す る 研 究 ｣ 『 lJ 本 の

地域如拙ト雛2･1匹､11本地域如批学会､20111I:Lが参キとなる｡
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